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日本語と中国語における「鼻」を含んだ慣用句の比較
A Comparative Study of Idioms of “Nose” in Japanese and Chinese
方　小贇 (FANG Xiaoyun)
はじめに
人の態度を表現するのに「鼻」を比喩的に使った慣用句は日本語にも中国語に
も存在している。例えば、人の得意気な態度を表す日本語の「鼻を高くする」や、
人の傲慢な態度を示す中国語の「鼻孔朝天（傲慢である、直訳：鼻孔が天に向く）」
などが挙げられる。なぜ日本語と中国語は共通して「鼻」の行為によって人の態
度を表せるのかが契機となって、本稿では日本語と中国語の「鼻」の慣用句の異
同を考察することにする。具体的にはまず、「鼻」の意味を比較、検討する。そし
て、その構成要素である「鼻」の意味が慣用句全体の意味成立にどのように影響
するかを考察する。方法としては、メタファーやメトニミーなど認知言語学の手
法を用いて分析を行うこととする。
本稿における「慣用句」は、宮地（1982:238）に従い、「単語の二つ以上の連結
体であって、その結びつきが比較的固く、全体で決まった意味を持つ言葉」と定
義する。
認知言語学では、抽象的で捉えにくい概念を、より具体的で理解しやすい概念
に基づいて理解する認知プロセスをメタファーと捉えている。そのプロセスに
従って、私たちの概念体系の中には、ある（具体的な）概念と別の（抽象的な）
概念との間に対応関係が生まれると考える。概念体系の中に形成されたこの概念
と概念の対応関係を、Lakoff and Johnson (1980) は概念メタファーと呼んでいる。
Lakoff and Johnson(1980) は、類似性に基づく比喩であるという伝統的な見解とは
異なり、メタファーは「経験的類似性（experiential similarity）」と「経験的共起性
（experiential cooccurrence）」という二種類の相関関係に基づいていると指摘してい
る。これは「経験的共起性」に基づくメタファーは、例えば、MORE IS UP の場合、
「量が多い」ことと「上」であることに、類似性があるとは考えにくく、これは私
たちの経験における「共起性」に由来すると考えられる。また、Lakoff (1987,1993)
は Lakoff and Johnson(1980) のメタファー理論をさらに発展させ、メタファーを概
念領域間の「写像（mapping）」として、「起点領域（source domain）」から「目標
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領域（target domain）」へとイメージ・スキーマ 1 を写像するものと定義づけてい
る。たとえるものが属する領域を「起点領域（source domain）」、たとえられるも
のが属する領域を「目標領域（target domain）」と呼んでいる。概念メタファーの
写像を図示すれば、次の図 1 のようになる。
図 1  メタファーによる概念間の写像
本稿では Lakoff(1987,1993) などに従って、メタファーを次のように定義する。
メタファーとは、類似性や共起性に基づいて、「起点領域」から「目標領域」
へとイメージ・スキーマを写像するプロセスのことをいう。
メトニミーはもう一つの比喩的思考様式であり、文学的・日常的言語の両方が
反映される（Lakoff,1987; Lakoff and Turner,1989）。また、事柄のよく知られた側
面を用いてその事柄全体ないし別の側面を表すのがメトニミーの一般的な認知原
則である (Gibbs,1994:14)。籾山 (2002:76) では、メトニミーを「二つの事物の外
界における隣接性、さらに広く二つの事物・概念の思考内・概念上の関連性に基
づいて、一方の事物・概念を表す形式を用いて、事柄のよく知られた側面を用い
てその事柄全体ないし別の側面を表す他方の事物・概念を表すという比喩」と定
義している。以上のような先行研究を踏まえて、本稿ではメトニミーを次のよう
に定義する。
具体的
な概念
抽象的
な概念
写像
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　山梨（2000:140-141）は、イメージ・スキーマについて、「われわれは、外部世界の対
象に関し何らかのイメージをつくり上げ、このイメージを介して外部世界の対象を把握
している。イメージは、具体的な経験に基づいて形成される心的表象の一種である。イ
メージ・スキーマとは、具体的なイメージのレベルからより抽象的なイメージの認知図
式である」のように述べている。すなわち、日常言語を特徴づけるさまざまな概念体系
がこのイメージ・スキーマの拡張のプロセスによって作り上げられていると考えられる。
起点領域　　　　　　　　　目標領域
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メトニミーとは、一つの概念領域の中で、二つの事物の外界における隣接
性、さらに広く二つの事柄の思考内・概念上の関連性に基づいて、事柄の
よく知られた側面を用いてその事柄全体ないし別の側面を表すプロセスの
ことをいう。
　また、Lakoff and Johnson(1980)、Lakoff(1993)、Gibbs(1994)、山梨 (1988) など
の先行研究を参考にし、本稿では実際に「鼻」とその慣用句の意味拡張を分析す
る際に用いるメトニミーのパタンを主に以下の表 1 のようにまとめる。
表 1　メトニミーのパタン
メトニミーのパタン 根拠 用例
(1) 特定の感情が及ぼす生理
的影響はその感情を表す
メトニミー
概念上の関連性、
時間的隣接性
頭を下げる（身体的な動作で「敬
服」を表す）
(2) 部分で全体のメトニミー 空間的な隣接性、
概念上の関連性
口を減らす（部分としての「口」
でその全体の「人」を表す）
(3) 身体部位でその身体部位
の機能のメトニミー
概念上の関連性 耳がよい（身体部位としての
「耳」で、その「耳」の「聞く能力、
聴力」という機能を表す）
　本稿の目的は、メタファーやメトニミーの理論に基づいて、日本語と中国語に
おける「鼻」の意味を比較し、それぞれの言語において「鼻」の意味がそれを含
んだ慣用句全体の意味成立にどのように影響するかを考察することである。次の
Ⅰ節ではまず「鼻」の意味を比較することから始める。
Ⅰ . 「鼻」の意味の比較考察
1. 日本語における「鼻」の分類と意味拡張
『日本国語大辞典』、『広辞苑』、『大辞林』、『大辞泉』といった日本語辞典を参
考にした上で、身体部位としての「鼻」と派生した主要な諸意味との関連性につ
いては、メタファーとメトニミーによって次のように分類し、整理する。以下、
(1) は基本義、(2) ～ (3) は基本義から拡張された派生義である。[ ] で示された部
分は筆者の分析を示している。
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【基本義】
(1) 哺乳動物の顔面の中央にある盛り上がった部分。呼吸・嗅覚をつかさどり、
発声を助ける働きをする。
【派生義】
(2) 嗅ぐ能力。[「鼻」というもので、その「鼻」の働き、機能である「嗅ぐ能力」
を表す「身体部位でその身体部位の機能」のメトニミー ]
例：「鼻が利く」
(3) （自分の鼻を指し示す習慣から） 自分。男が自分自身を指していう語。[ 鼻と
いう部分でその持ち主である「自分」全体を表す「部分・全体」のメトニミ
ー ] 
例：「日本国は是、此はなが物なるぞ」浄瑠璃・舎利〔1683〕
　
上記の意味項目から見れば、鼻は空気を吸い込む、匂いを嗅ぐ、発声に関わる
器官である。また、「身体部位でその身体部位の機能」のメトニミーに基づいて「鼻」
がその働き、機能である「嗅ぐ能力」を意味し、部分と全体のメトニミーで「鼻」
がその持ち主である「自分」全体を意味するようになる。上記の意味項目から見
れば、「鼻」は派生義が非常に少ないことが分かる。上に挙げられている意味項
目は、メタファー写像とメトニミーによって、基本的な意味と派生的な意味が体
系的に関係付けられている。具体的な関係をまとめると、次の図 2 のようになる。
　　　　　
(1) 身体器官としての鼻。
      　　　　 　　　　　　　　　メトニミー　　　　　メトニミー
　　　　　　　　　　(2) 嗅ぐ能力。                   (3) 自分。
図 2　日本語の「鼻」の意味関係
2. 中国語における「鼻」の分類と意味拡張
一方、日本語の「鼻」に対応する中国語の「鼻」は何を意味しているか、そ
の意味がどのように拡張されているかを『汉语大词典』、『现代汉语词典』、『新华
字典』によって次のように整理する。以下、(1)は基本義、 (2)～ (4)は派生義である。
[ ] で示された部分は筆者の分析を示している。
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【基本義】
(1) 哺乳動物の顔面の中央にある盛り上がった部分。呼吸・嗅覚をつかさどり、
発声を助ける働きをする。
【派生義】
(2) 嗅ぐ能力。[「鼻」というもので、その「鼻」の働き、機能である「嗅ぐ能力」
を表す「身体部位でその身体部位の機能」のメトニミー ]
例：「鼻子灵 ( 鼻が利く )」
(3) 物に穴のある部分。「鼻の穴の形に基づく形態類似のメタファー」
例：「针鼻（針の穴）」
(4) とって、つまみ。器物の一部分が隆起して穴のあいている部分。[ 鼻が隆起し、
また穴があいているという特徴に基づく形態類似のメタファー ]
例：「门鼻（ドアのとって）」
(5) 最初、発端。[ 母胎内では最初に鼻から形が作られることから、「最初」とい
う共通点に基づいて、「鼻」から「最初、発端」へと拡張されるメタファー ]
例：「鼻祖（始祖）」
上記の意味項目から見れば、「鼻」は呼吸及び嗅覚の器官であり、「身体部位
でその身体部位の機能」のメトニミーによって、(2) の「嗅ぐ能力」を表しており、
また、メタファーによってそれに類似した (3) の「物の穴のある部分」と (4) の
「物の隆起する部分」の意味に拡張されている。また、(5) の「最初、発端」の意
味はどのようにして成立したのか。これは人が生まれる時、母胎内では最初に鼻
から形作られると認識されており 2、このように、「最初」という点に基づき「鼻」
は基本義から「最初、発端」の意味に拡張されたと考えられる。また、他の身体
部位に比べれば、「鼻」は派生義が少ないが、日本語よりやや多い。上に挙げら
れている意味項目は、メタファーの写像とメトニミーによって、基本的な意味と
派生的な意味が体系的に関係付けられている。具体的な関係をまとめると、次の
図 3 のようになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2　『揚子・方言』では、「鼻」について「鼻，始也。人之胚胎，鼻先受形，故謂始祖爲鼻祖。（鼻
は始まりである。人の胚胎は鼻から形が作られるため、始祖を鼻祖という。）」と述べて
いる。
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(2) 嗅ぐ能力。 
　　  メトニミー
(1) 身体器官としての鼻。
                  　　　　　  　　　　　　 メタファー　　　　  メタファー
　　　　　　　　　　　メタファー 　
 (3) 物に穴のある部分。　(4) 物の隆起する部分。　(5) 最初、発端。
図 3　中国語の「鼻」の意味関係
以上、日本語と中国語の「頭」の意味分類およびその拡張について考察した。
考察から分かるように、日本語と中国語は同じく身体部位としての「鼻」の基本
義から、「嗅ぐ能力」の意味に拡張されている。また、日本語には「自分」、中国
語には「物に穴のある部分」「物の隆起する部分」「最初、発端」のそれぞれの意
味に拡張されている。それを分かりやすく示せば、図 3 のようになる。なお、日
本語においても「岬の鼻（岬の先端）」のように「鼻」を先端と見なす言語表現
があるが、日本語の辞典では特にそれを項目として立てられていないため、本稿
では多くの辞典でなされている記述に従うことにする。
 
Ⅱ . 日本語と中国語における「鼻」を含んだ慣用句の比較
「鼻」の基本義から分かるように、身体部位としての「鼻」の主な機能は呼吸
する、匂いを嗅ぐ、声を出すことである。Ⅱ節では、慣用句表現の中で、それら
の機能がどう反映されるのか、また、慣用句の意味においては、メタファーやメ
トニミーがどのような役割を果たしているのかを考察する。
1. 日本語の「鼻」の慣用句
日本語の「鼻」の意味に基づいて、具体的には、「基本義に基づくもの」と「派
生義に関わるもの」の二面に分けて考察を進める。なお、例文の一重の下線は慣
用句の所在を明示するために筆者が施したものである。
1.1 「鼻」の基本義に基づくもの
(1) 二人の幼い子を抱え、トゥヤーはひとり黙々と働きつづける。近所には、奔
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放な妻に鼻であしらわれている気のいい男が住んでいて、なにくれとなく手
助けをしてくれる。
（『朝日新聞』2008 年 02 月 13 日 朝刊 p.20） 
 (1) の「鼻であしらう」は「相手を軽んじた扱いをする、みくびって適当に応
対する」という意味を持っている。「あしらう」は応対するを意味する。「鼻であ
しらう」という行動は、人間の内部で生じる「軽蔑」という感情によるものである。
「鼻」は嗅覚の器官として、発声を助ける働きもある。人に応対する際は口で話
をするのが条理である。「鼻であしらう」とは口ではなく、副次的な発音器官「鼻」
で人を応対するところから、相手に対する軽蔑の感情を表すようになる。これは
特定の感情が及ぼす生理的影響はその感情を表すというメトニミーに基づいた意
味拡張だと考えられる。このように、この慣用句は相手を鼻を用いてあしらうと
いうような具体的な行動を通して、「相手を軽んじた扱いをする、みくびって適
当に応対する」という慣用句の意味を表していると考えられる。この慣用句は「鼻」
と「あしらう」のそれぞれの拡張ではなく、句全体の拡張によって慣用句の意味
が成立する。
(2) 一週間考えぬいた案を会議で発表したのだが、皆に鼻で笑われてくやしい思
いをした。
（『例解慣用句辞典』）
 「鼻で笑う」は実際には鼻自身が笑うのではなく、笑い声が鼻を通して外に出
るのではないかと思われる。このように、口ではなく、副次的な発音器官である
「鼻」を通じて笑うことが相手を平等に扱わず、相手を見下ろしているような態
度を示す。こうして具体的な鼻で笑うという動作を通して、相手に対する「軽蔑」
の態度を表している。これは (1) の「鼻であしらう」と同様に、特定の感情が及
ぼす生理的影響はその感情を表すというメトニミーに基づく意味拡張だと考えら
れる。また、この慣用句も句全体で意味が決まると見なすことができる。
(3) 彼は名門校出身ということを鼻に掛けて、我々とはまともに話をしようとは
しない。
（『例解慣用句辞典』）
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(4) お前が司法試験に合格したというので、父親として私も鼻が高いよ。
（『例解慣用句辞典』）
(5)「今年一月から六月までに東北地方に進出が決まった工場は二百二十二社。こ
れは五十年代に入って最高で、業種別では先端技術産業が多い」と鼻を高く
しているのは、東北電力の松田彰副社長。
（『朝日新聞』1984 年 10 月 16 日 朝刊 p.8 ）
(3) の「鼻に掛ける」は自分の優秀さを自慢する、いい気になって得意そうに
するという慣用句の意味を持つ。ここで、「掛ける」は高い所からぶら下げる、
高い所に掲げるなどといった意味を持ち、いずれも「高い所」に焦点を当てる。
こうして「鼻に掛ける」の「鼻」も高い所に位置すると捉える。また、(4) の「鼻
が高い」は鼻が高い所にあることから、誇らしく思う様子や得意になっている様
子を表し、(5) の「鼻を高くする」は鼻の高さを高めることによって、自慢する
様子を表している。このように、(3)(4)(5) において通常より鼻が高い場合は共に
自慢や得意を意味する。この「自慢や得意」という感情は、人間の内部で生じる
精神状態である。これらの慣用句では、鼻が高い位置にある、あるいはその高さ
を高めるという視覚的に捉えやすい鼻の状態やその状態の変化を通して、「自慢
や得意」という抽象的な感情を表している。これらの慣用句はともに特定の感情
が及ぼす生理的影響はその感情を表すというメトニミーに基づく意味拡張だと考
えられる。三例とも「鼻」はそのままの身体部位としての基本義が保持されて、
他の構成要素と組み合わさってはじめて句全体で意味が決まると考える。
(6) 後輩のくせにずいぶん生意気だから、機会をとらえて鼻を折ってやろう。
（『例解慣用句辞典』）
「鼻を折る」は文字通りには鼻を曲げるという意味がある。上記の (3)(4)(5) へ
の考察からも分かるように、通常より高い位置にある鼻は自慢や得意を意味する。
そこで「鼻」を曲げることは、直観的に外力で鼻を曲げたりすることを通してそ
のもとにある高い位置から高さを低くさせることであると捉えられる。このよう
な意味から、抽象的におごり高ぶっている人の心をくじくという慣用句の意味が
発生したと考える。これは「鼻を曲げる」と「人の心をくじく」の間には、身体
的な位置を低くさせることと心理的な「おごり高ぶっている心」をくじくことに
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よって弱めることとの間に、本来の水準以下になるという共通点に基づいてメタ
ファー写像が起こったと捉えることができる。こうして「鼻を折る」は句全体の
写像によって意味が成立すると捉えられる。
(7) a. 火事で古タイヤが燃え、周囲は鼻につくにおいが充満した。
（『からだ言葉事典』）
b. 場所柄もわきまえずきいきい言っているあの娘が、最近は鼻について、顔
から服装までいやになった。
（『例解慣用句辞典』）
上記の例文を見れば分かるように、「鼻につく」とは (a) の「においが鼻につき
まとう」と、(b) の「飽きて不快になる」という二通りの意味を持つ。「つく」は
本来ぴったりとくっついて離れない状態になるという意味を持つ。ここで、目に
見える「あるものがほかのものにつく」ことを通して、目には見えない「におい
が鼻につきまとう」ことを表している。この二つの概念の間には「離れない」と
いう共通点に基づいてメタファー写像が行ったと思われる。これは鼻に何かがつ
くと、自然ににおいを連想し、鼻のにおいを嗅ぐ働きを持つという「鼻」の身体
的な経験に由来していると思われる。そこから、「におい」が鼻から離れずにつ
きまとうという (a) の意味が生じる。
また、嫌なにおいが鼻に付いて離れなくなると不快に感じるものである。こう
して (b) の慣用句は、嫌なにおいが鼻について離れず不快に感じることと、同じ
ことが何度も繰り返されて飽きて不快に感じることとの二つの概念間で写像が起
こり、目前の状態から抜け出しにくくて不快に感じるという共通点に基づいて、
メタファーによって「鼻に付く」という慣用句の意味が生じたと考える。なお、
(a) と (b) の「鼻につく」においては、「鼻」はにおいを嗅ぐ働きをする身体部位
の意味であり、慣用句としての意味は句全体の拡張によって意味が成立すると捉
える。
(8) いつかあいつの鼻を明かしてやる。　　　　　　（『からだ言葉事典』）
「明かす」は隠れていた物などを表に出すという意味を持つ。この慣用句では、
文字通りには隠れていた鼻を表に出すということから、突き出ていて他の物（身
24
体器官）より先端に立っていることを連想させる。このような文字通りの特徴が、
慣用句に写像されて、慣用句も「相手より先んじる、出し抜く」という抽象的な
意味を表すようになる。こうして鼻を明かすことにより、表から突き出ていると
いう文字通りの意味からメタファーによって慣用句の意味が成立すると思われ
る。この慣用句も「鼻を明かす」という句全体の拡張によって意味が決まってくる。
(9) 一歩部屋に踏み込んだとたん、ガスのにおいが鼻を突いた。　　
（『例解慣用句辞典』）
「鼻を突く」は強いにおいが鼻を刺激するという慣用句としての意味を持つ。
「突く」は本来棒状のものの先で手前から向こうに強い力を加えるという意味が
ある。そこから、「突く」を行う主体は「突く」の対象とは反対あるいは敵対の
立場に立ち、その対象を攻撃するような特徴があると捉える。また、「鼻を突く」
は文字通りの「あるものが鼻に強い力を加える」ことを通して、視覚的に捉えに
くい「強いにおいが鼻を刺激する」ことを表している。この二つの概念の間には「攻
撃性がある」という共通点に基づいてメタファー写像が起こったと思われる。こ
れは鼻に何かがつくと、自然ににおいを連想するが、それはにおいを嗅ぐという
働きを持つ「鼻」の身体的な経験に由来する。このような鼻のにおいを嗅ぐ働き
から「鼻を突く」はにおいと関連するようになったと思われる。また、「鼻を突く」
においては、「鼻」はにおいを嗅ぐ働きをする身体部位の意味であり、この慣用
句は句全体の拡張によって意味が成立する。
(10) 台所には料理しかけた肉が放置されていて、鼻が曲がるようなにおいを放っ
ていた。
（『例解慣用句辞典』）
「鼻が曲がる」には鼻がまっすぐでない状態になるという文字通りの意味があ
る。この慣用句はこの文字通りの意味が、抽象化されて、「強烈な悪臭がするため、
耐えがたい」というような感情を表している。これは特定の感情が及ぼす生理的
影響はその感情を表すというメトニミーに基づく意味拡張だと考えられる。この
メトニミーはにおいを嗅ぐ機能を持つ鼻が強烈な悪臭を嗅ぐと、鼻の形を歪める
ことによって鼻が通常とは異なるまっすぐでない状態になるという生理的な基盤
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に基づいていると思われる。また、この慣用句も句全体で意味が決まるものであ
る。
(11) 会社の外でも同僚と鼻を突き合わせるというのはかなわないので、社宅に入
るのは見合わせている。
（『例解慣用句辞典』）
「突き合わせる」とは二つのものをくっつくくらいに近づけて向かい合わせる
ことをいう。ここから、鼻を突き合わせることは二つの鼻をくっつくぐらいに顔
を近づけて向かい合わせるという文字通りの意味になる。「非常に近い」という
共通点に基づいて、「鼻を突き合わせる」は文字通りの鼻の状態を表す具体的な
意味から、「人が互いに面と向かって非常に近くに寄り合う」というより抽象的
な意味を表すようになる。そのため、この慣用句はメタファーに基づいて出来た
ものである。また、この慣用句はメタファーによって「鼻を突き合わせる」とい
う句全体の意味が決まってくる。なお、「鼻」の派生義 (3) の「自分」の意味項目
から、「鼻」は「部分で全体」のメトニミーが働いてその意味を成立させることから、
「鼻を突き合わせる」という慣用句においての「鼻」も「全体と部分」のメトニ
ミーに基づいて「人」を表すようになり、したがって、慣用句は人を突き合わせ
る、すなわち人が非常に近くに寄り合うという意味を派生させていることも考え
られる。
(12) おもちゃ売り場で子供が鼻を鳴らしている光景は、昔も今も変わらない。
（『例解慣用句辞典』）
「鼻」は発声を助ける働きをする身体器官である。鼻を鳴らすとは文字通りに
は鼻を使って声を出すという意味である。この鼻を使った具体的な行為から、抽
象的な「甘える」という感情を表している。これは特定の感情が及ぼす生理的影
響はその感情を表すというメトニミーに基づく意味拡張だと考えられる。このメ
トニミーは鼻にかかった声を出すことによって、甘えたりすねたりするという人
間の経験に基づいていると考えられる。この慣用句も句全体で意味が決まる。
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1.2 「鼻」の派生義に関わる表現
(13) a. 風邪をひいて、鼻が利かなくなったのが初めてなもので……
（http://soudan1.biglobe.ne.jp/qa2229265.html 2010.12.5）
b. 戦後のどさくさの中に、鼻が利く人間が大儲けをした。　　
（『からだ言葉事典』）
「鼻が利く」という慣用句は、「鼻」が身体部位で、その「鼻」の働き、機能
である「嗅ぐ能力」を表す「身体部位でその身体部位の機能」のメトニミーに基
づいて意味拡張した結果生じたものである。「利く」には「効果や効能が現れる、
効きめがある」の本来の意味が生きている。「鼻が利く」の慣用句は二つの意味
を持つ。一つは、(a) で示すように嗅覚は敏感であること。これは「鼻」のメト
ニミーに基づく意味の拡張から出てきたものである。もう一つは、(b) が示すよ
うににおいを嗅ぐ力が敏感であることから、メタファー写像によって、隠された
ことや自分の得になるようなことに敏感であるという慣用句の意味が発生したも
のである。(a) と (b) は「敏感」という共通点に基づいて意味の拡張が行われてい
ると考える。
以上、日本語の「鼻」の慣用句を例文を通して考察した。その結果、当該慣用
句はその構成要素である「鼻」の意味、すなわち、身体部位を表す基本義とその
派生義に大きく関わっていることが分かった。基本義に基づく場合は、特に特定
の感情が及ぼす生理的影響はその感情を表すというメトニミーが働いている。例
えば、軽蔑を表すのに (1) の「鼻であしらう」と (2) の「鼻で笑う」、「得意・自慢」
を表す (3) の「鼻に掛ける」、(4) の「鼻が高い」、(5) の「鼻を高くする」、また忍
耐に関わる (10) の「鼻が曲がる」、甘えを表す (12) の「鼻を鳴らす」が挙げられる。
それ以外にも、鼻の嗅ぐ機能に関わる (7) の「鼻につく」があり、それはメタフ
ァーとメトニミーに基づいて意味が成立している。それ以外に挙げられている例
もメタファーやメトニミーに関わっていることが分かる。また、考察結果から分
かるように、構成要素である身体部位としての基本義がそのまま慣用句に生きて
いて、全体で慣用句の意味が決まるというのが基本義に基づく場合の特徴である
と考えられる。
一方、派生義に関わる表現の場合には、筆者が調査したところ、(13) の「鼻が
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利く」しかないことが分かった。これは「鼻」の「嗅ぐ」機能に基づいて出来た
ものである。これの慣用句はメトニミーが働いている。
以上、「鼻」の慣用句は身体部位としての「鼻」の機能に基づくものが少なく、「鼻
が利く」「鼻につく」くらいである。「鼻」の慣用句は身体と感情のメトニミー関
係によって視覚的に捉えやすい「鼻」の動作やしぐさなどによって、視覚的に捉
えることのできない精神状態を表している。
また、日本語では、「鼻の下が長い」「鼻の下を長くする」「鼻の下を伸ばす」「鼻
毛が長い」「鼻毛を伸ばす」などのように、直接「鼻」を使ったものではないが、
それと関連する部位の慣用句が「好色」を表し、特徴的である。
2. 中国語の「鼻」の慣用句
Ⅱ節の 1 では日本語の「鼻」の慣用句について考察を行ったが、その日本語の
「鼻」に対応する中国語の「鼻」の慣用句はどのようにして成立するかを明らか
にするために、以下で例文を挙げながら分析を試みる。なお、現代中国語では、
器官としての鼻を表すのに、「鼻」に接尾辞「子」をつけて、二音節の「鼻子」
が使用される場合が多く見られる。そのため、慣用句において、「鼻」も「鼻子」
も考察の対象とする。
(1) 假若今天自己身上无钱，怕就要给那个妹子刮鼻子了。（もしも今日手元にお金
がないなら、恐らくあの女の子に軽蔑される。） 
（『花城』1981 年 5 期）
慣用句としての「刮鼻子」は「あざけりさげすむ、すなわち相手を軽蔑する」
を意味する。「刮」は「擦る」の意味である。「刮鼻子」の字面の意味は相手の鼻
を擦るということである。この慣用句はこの文字通りの意味が、抽象化されて「軽
蔑」というような感情を表している。これは特定の感情が及ぼす生理的影響はそ
の感情を表すというメトニミーに基づく意味拡張だと考えられる。この慣用句は
句全体で意味が決まる。
(2) 平常那种鼻孔朝天的凌人盛气 , 不知跑到哪里去了。（ふだん人を圧倒するよう
な傲慢な盛気はどこに行ってしまったのかな。）
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（『花城』1981 年第 3 期）
「鼻孔朝天（鼻孔が天に向く）」は「傲慢である」を意味する。「傲慢」という態度は、
人間の内部で生じる精神状態である。この慣用句は「鼻孔が天に向く」という視
覚的に捉えやすい身体の姿勢を通して、人間の内部で生じる精神状態「傲慢」と
いう抽象的な感情を表している。これは特定の感情が及ぼす生理的影響はその感
情を表すというメトニミーに基づく意味拡張だと考えられる。したがって、この
慣用句は「鼻孔朝天（鼻孔を天に向く）」という句全体の拡張によるものである。
なお、中国語では、「鼻孔朝天」のように鼻孔が天に向くことによって、相手よ
り目線の高いところにある、あるいは相手に視線さえ配らないことから傲慢の態
度を表すが、日本語では、鼻の高さで得意・自慢を表し、両言語は鼻の高さで人
の誇らしく思うさまを表していることが共通している。それは両国では鼻に対す
る共通の認識に基づいているのではないかと思われる。ただし、中国語のほうは
「傲慢」を表し、主にマイナスの面で使用されているが、日本語ではプラスのイ
メージもあることが中国語と大きく異なっている。
(3) 澳田径队，别捂鼻子来北京。（オーストラリアの陸上競技隊よ、北京に来る
のが嫌だったら来るな。） 　　　　　　　　　　　　　　
（『环球时报』2008.6.17) 
「鼻」はもともと嗅覚の器官として、においを感じる働きを持っている。「捂鼻子」
は文字通りの意味から見れば、嫌なにおいを防ぐために手で鼻を覆うことである。
こうして手で鼻を覆うという身体の具体的な動作を通して、抽象的な「不快」と
いう感情を表している。これは特定の感情が及ぼす生理的影響はその感情を表す
というメトニミーに基づく意味拡張だと考えられる。したがって、この慣用句の
意味は句全体の拡張によるものである。
(4) 他和会计串鼻子，合谋舞弊。（あの人は会計係と結託して金をごまかしている。）
  （周立波 『暴风骤雨』 p.35）
　「串鼻子」という慣用句は「結託する、すなわち互いに心を通じて事を行う」
を意味している。「串」は糸で複数のものをつないで一つにするという意味である。
慣用句「串鼻子」は字面の意味としては、複数の鼻をつないで一つにするという
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意味である。「一つになる」という点に基づいて、慣用句は文字通りの意味から
メタファーによって、「互いに心を通じて事を行う」という意味が発生したと考
える。
(5) 黄秋山碰了鼻子，有些难堪，转身出去：“这姓袁的这样不识抬举。” （黄秋山〈人
の名前は挫折したことが少し忍びがたく、「袁〈人の名前〉のやつはせっかく
の好意を無にした」と言い、体の向きを変え、出て行った。）
（『汉语惯用语辞典』）
　「碰鼻子」という慣用句は「困難に直面して挫折する」を意味する。「碰」は「ぶ
つける」の意味である。鼻は顔に隆起して、ものに突き当たりやすい特徴がある。
「碰鼻子」というのは、字面の意味では顔に隆起した鼻を何かにぶつけることで
ある。「ぶつける」という類似点に基づいて、慣用句は「困難に直面して挫折する」
という意味に拡張されている。また、この例以外にも、挫折に関わるものとして
「闹一鼻子灰（壁にぶつかる）、碰一鼻子灰（壁にぶつける）、不撞鼻子不回头（壁
にぶつけなければ、改心しない）」などの慣用句が挙げられる。
(6) a. 咱们的人个个都鼻子灵，几十里地开外，就能闻到气味。（私達はみな鼻が利
いているので、数十里以上の距離から、匂いをかぐことができる。）
       （『汉语惯用语辞典』）
 b. 温州人鼻子灵，又开始收购上海的公寓了。（温州人は鼻が利いていて、また
上海のマンションを買い付けはじめた。）
(http://club.pchome.net/thread_1_20_5285065_4_.html 2010.12.3)
中国語の「鼻子灵」においては、「鼻子」は「身体部位でその身体部位の機能」
のメトニミーに基づく意味拡張で、「嗅ぐ能力」の意味を表している。「灵」は鋭
敏ということである。「鼻が利く」の慣用句は二つの意味を持つ。一つは、(a) で
示すように嗅覚が敏感であること。これは「鼻」のメトニミーに基づく意味の拡
張から出てきたものである。もう一つは、(b) が示すようににおいを嗅ぐ力が敏
感であることから、メタファー写像によって、隠されたことや自分の得になるよ
うなことに敏感であるという慣用句の意味が発生したものである。(a) と (b) は「敏
感」という共通点に基づいて意味の拡張が行われていると考える。
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以上、中国語の「鼻」の慣用句を例文を通して考察を行った。その結果、慣用
句はその構成要素である「鼻」の意味、すなわち、身体部位を表す基本義とその
派生義に関わっていることが分かった。基本義に基づく場合として、感情と生理
的影響のメトニミー関係に基づいて、軽蔑を表す (1) の「刮鼻子（あざけりさげ
すむ、すなわち相手を軽蔑する）」、傲慢を表す (2) の「鼻孔朝天（鼻孔を天に向く）」、
不快を表す (3) の「捂鼻子（手などで鼻を覆うから不快を表す）」が挙げられる。
また、メタファーによって、(4) の「串鼻子（結託する）」と (5) の「碰鼻子（困
難に直面して挫折を受けた）」というような慣用句が成立している。このように、
中国語では「軽蔑」「傲慢」「不快」「結託」「挫折」などを表すような「鼻」の慣
用句は主にマイナスなイメージを持つ。
　一方、派生義に関わる表現の場合には、「鼻」の嗅ぐ機能に基づいて、 (6) の「鼻
子尖（嗅ぐ能力が鋭い）」のように、メトニミーによって意味拡張されている。
取り上げられた慣用句の考察により、メタファーとメトニミーが慣用句の意味形
成に大きな働きを持つことが分かった。
まとめ
以上、日本語と中国語における「鼻」の意味拡張及びその慣用句を比較した。「鼻」
の意味を考察した結果、日本語と中国語の「鼻」は、身体部位とする基本義から
メタファーやメトニミーによって意味拡張されていることが分かった。
日本語では、「鼻」は空気を吸い込む、匂いを嗅ぐ、発声に関わる器官という
基本義から、「身体部位でその身体部位の機能」のメトニミーに基づいて「嗅ぐ
能力」を意味し、部分と全体のメトニミーで「鼻」がその持ち主である「自分」
全体を意味するようになる。一方、中国語の場合は、「身体部位でその身体部位
の機能」のメトニミーに基づいて「嗅ぐ能力」を意味し、また、身体部位として
の「鼻」の形などから、メタファーによってそれに類似した「物の穴のある部分」
「物の隆起する部分」「最初、発端」の意味に拡張されている。
また、考察により、当該慣用句はその構成要素である「鼻」の意味、すなわち、
身体部位を表す基本義とその派生義に大きく関わっていることが分かった。日本
語の場合には、基本義に基づく場合は、特に感情と生理的影響とのメトニミー関
係が働いている。例えば、軽蔑、得意・自慢、忍耐、甘えなどを表している。そ
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れ以外にも、鼻の嗅ぐ機能に関わる「鼻につく」があり、これはメタファーとメ
トニミーに基づいて意味が成立している。それ以外に挙げられている例もメタフ
ァーやメトニミーに関わっていることが分かる。また、考察結果から分かるよう
に、構成要素である身体部位としての基本義がそのまま慣用句に生きていて、全
体で慣用句の意味が決まるというのが基本義に基づく場合の特徴であると考えら
れる。一方、派生義に関わる表現の場合には、筆者が調査したところ、「鼻が利く」
しかないことが分かった。これは「鼻」の「嗅ぐ」機能に基づいて出来たもので
ある。この慣用句にはメトニミーが働いている。
一方、中国語の場合にも感情と生理的影響のメトニミー関係に基づいて、「軽
蔑」「傲慢」「不快」を表す慣用句が見られる。また、それ以外にも「結託」「挫折」
などを表すような「鼻」の慣用句は主にマイナスなイメージを持つ。
メタファーやメトニミーの手法で慣用句の成り立ちを分析してみたところ、両
言語とも「鼻」の慣用句は身体部位としての「鼻」の機能に基づくものは少なく、「鼻
が利く」「鼻子尖（嗅覚が鋭い）」「鼻子灵 ( 鼻が利く )」くらいであることが分か
った。また、「軽蔑」「得意・自慢」などの精神活動に関わる慣用句は、メトニミ
ーによって成立すると考えられる。
以上、取り上げられた慣用句の考察により、メタファーとメトニミーが慣用句
の意味形成に大きな役割を果たすことが分かった。
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